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雪の森のシマエナガ

特集　みんなねっと北海道大会



新年のごあいさつ

理事長
岡田久実子

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は能登半島地震という大変に厳しい新年の幕開けでした。
　今年は穏やかな年の始まりをと誰もが願っていることと思います
が、被災地では、今もなお困難な状況が続いていることを思うと胸が
痛みます。

　日本の精神障害者家族会全国組織は 1965 年に精神障害者家族連合
会（のちに精神障害者家族会連合会・略称：全家連）として設立され
ました。その後、2007 年に解散しますが、2006 年には当会が新た
な精神障害者家族会の全国組織として活動を開始しました。団体とし
ては異なりますが、世界で一番早く精神障害者家族会の全国組織が活
動を始めてから、今年で60年が経過したことになります。この節目に、
精神障害者家族会の意義を再確認することは、これからの家族会のあ
り方を求める意味でも大切なことではないかと考えています。
　さて、国連障害者権利委員会の勧告が出されて以降、精神障害があ
る人の人権擁護の意識の高まりと共に、日本人としての人権意識も問
われています。良かれと思って対応してきたことが、パターナリズム
（父権主義）であり、障害当事者の意思とは異なる余計なお世話にな
りかねない……私も家族として、心当たりのないことではありません。
自分の思いと本人の気持ちを分けて考える、その上で、お互いを認め
合える家族相互の関係性をつくること、そのためにも、現状の家族負
担を軽減することを求め続けていきましょう。
　みなさまにとって、より良い一年となりますことを願っております。
　なお、本年よりどなた様にも年賀状でのご挨拶を控えさせていただ
くことといたしました。
　ご理解の程、よろしくお願いいたします。
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みんなねっと北海道大会

向谷地生良 他４名の方々、伊藤千尋
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特 集

14	 多事彩々　　素朴な疑問　　野村忠良
16	 みんなねっと相談室から｟第69回｠

変えられることと変えられないこと

18	 子ども・きょうだい・配偶者 家族いろいろ（その56）

病を乗り越え、未来へ希望をもって！
20	 リレー連載「リカバリーをめぐって、対話のように」�

リカバリーとウェルビーイング　（対話）浦林翼・藤井和世

24	 知りたい！聴きたい！こんなとりくみ（第46回）

仲間が支える権利擁護の活動

28 精神科薬剤師に聞く！　クスリの疑問　第19回

32	 フレー！フレー！これからの家族会　第21回　江田島市精神障害者家族会あおぞら会（広島県）
34	 マンガ　物差し　　鳥さなぎ
36　　お知らせしますみんなねっとの活動

〈表紙絵〉サトウモトコ（北海道）

〈メッセージ〉静かに雪の降る森でシマエナガが楽しそうに飛ぶ様子を描きました。
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